
　　　　

令和7 年 2 月 28 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節行事→お花見外出（春）・納涼床（夏）・ハロウィンパーティー（秋）・クリスマス会（冬）
・その他、月々のお便りにて、夏休みの遠足など随時案内。

（別添資料１）

家族支援

・LINEなどのスマホアプリを活用し、児童のポジティブな情報を共有する。
・送迎時やお迎え時の短い時間でも、日々の様子を共有する。
・困りごとへの相談援助
・児童の発達状況や障がい特性の理解に向けた相談援助

移行支援
・進学先や移行先への相談援助や情報提供。担当者会議への参加。
・併用利用先や在学している教育機関との情報共有。

地域支援・地域連携

・個人情報同意書の意向に配慮しつつ、こども園、保育園、幼稚園や進学先、
併用事業所や担当相談支援専門員との情報共有、相談援助。
・医療機関との情報連携や調整。
・市町担当者との情報共有。

職員の質の向上

職員の資質向上のために、研修の機会を次の通り設けるものとし、また、
業務の執行体制についても検証、整備するものとする。
（１）採用時研修 採用後１ヶ月以内
（２）継続研修 月1回
（３）県や市町が推奨する研修に積極的に参加する。
（４）法人合同研修　年6回

支　援　内　容

・料理やお菓子作りなどを通した食育(旬な食物、季節に合わせた行事食を一緒に作り味わう)
・トイレトレーニング
・身のまわりの片づけ（靴の着脱、荷物の整理、提出物など）を習慣化できるよう児童に合わせて支援する
・1日の流れの説明などは視覚支援を用いるなど、各児童の分かりやすい方法で伝え、ストレスなく過ごすことが出来るよう支援する。

・体操やダンス、スポーツなどを通じた運動療育(ニュースポーツ講座：道具を使ってゲーム感覚で様々なスポーツを体験する。/ごちゃまぜスイミング講座：様々な年齢や泳ぎのレベル
に合わせて楽しみながら泳ぐ。)
・視覚や聴覚、触覚を刺激するような体験(五感を使って様々な体験ができる外出プログラムを毎月定期的に提供し支援する)

本
人
支
援

・ブロックなど立体の造形物を使った創作活動
・音楽やリズムを使って五感を刺激する活動
・外出プログラムや製作活動にて、各感覚を刺激し興味の幅を広げることができるように支援する

・伝言ゲームなど言葉を用いたゲーム
・集団生活の中で様々な人と関わる機会を通し、コミュニケーションの取り方を支援員が間に入って援助する
・カードゲーム、ボードゲームの活用

・ごっこ遊びや模擬店などを通してなり切ってみる。職業訓練や職場体験(イベント時に店員体験ができる機会を設けている)
・他己紹介など他者を知るための活動
・地域に開かれた環境で社会性を身につける(入浴支援：公衆浴場の入り方や頭、体の洗い方を支援する。/買い物：自分でお金の計算をしてレジで買い物をし、好きなものを買う楽しみを味わう。)

支援方針
利用者の個性を尊重し、障害の特性を理解したうえで、プライバシーや人権に配慮した様々な取り組みや、個々の力を引き出せるような専門的な働きかけを行います。また、それらを通
じて、地域社会の参加等の社会的自立を援助します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 太陽のように明るく雑草のように強くたくましく

事業所名 社会福祉法人佛子園　三草二木西圓寺 作成日支援プログラム（参考様式）


